
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注１該当するロには、レ印を混入してください．特定事袋呑以外の事典石の方はし印の記入は不要です。

２「基珀年度」とは１１}画期側の胸年度を、「目担年度」とは叶因期間の品90年度を、「報告年度」とI±計画期間のうち、今回帆告の対象となる年度をいいます．
３１鶏密塑鐘し生京輕錘2霊爾⑳鍵電動①妙ｃ三宝ﾙｷﾞ〒の使用に伴い発生する哩宝効果ｶﾞﾕを．「輸螢立岡排出区分｣とは自動血運送事業行については使用の本鉛の位匠を京都府内とする巾阿
の排出する沮壷効果ガスを｡飲遭事典春については保有する貨物立岡又Iま旅客立阿の排出する廻宝効果ガスを、「その他排出区分」とは上ZBLL外の京都府内における事典所等の事業活動に伴い発生する沮盆効果ガス
をいいます。

４」原鍵塗2P､哩璽麹識山H句｣の｢用途区分｣には､○o工掛､轆所などの用途を記入してください．「原'11位の扣祖｣には.分子の｢二酸化庚斯換算｣の下に分母となる扣撚(生産敗且､廷ぺ床西
頓．走行庫肛鄭）住田入してください．

５「その他の地球因囚化対爾による沮竃効果ガスの､Ｉ域丘等」のうち「変体の保全JLZ唾伯」の「目標年度（ﾛ+因）」楓には8+図瑚間中の日揮のHUBfを、「侭店年度（翼gH）」梱にI土寅傾の累計を配入してください．

６蕊尋璽ＩＥ唾.乎塵2年度（'９９０年度)を基珀とした排出且の対比や.省ｴﾈ製品囲発など他者の沮室効果ｶﾞｽ帥山１１１減へのﾛは.グリーン国逮の採用､特定ﾌﾛﾝなどの条例lIi定外の泡…采ｶﾞｽの刷域
などを毘入してください．

住所（法人にあっ
てI土．主たるVF務
所の所在地）

東京都中央区八愈洲1丁目9番9号

氏名（法人にあっ
ては、名待及び代

安者の氏名）
東京建物株式会社代表取締役畑中誠

卒業者の主たる
業種 賛事務所

酸当する事業者
要件 雁京都府地球沮鰻化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

雇濡ii:ififil魑鰻化対鯖条例施行親；１Ｍ鯖10条篇2号又は蝋3号鱗当事業者(大規模運送率業者(ﾄﾗｯｸ又はﾊﾞｽ100台以上/ﾀｸｼｰ150台以上/鉄道蕊両
編 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号麟当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭索に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２１年４月～平成２４年３月

基本方針

テナントに協力を求め、エネルギー使用の削減を行う。

推進体制
エネルギー管理Ⅱ趣§iを作り省エネを進める。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
慨の状況

年度

平成2１

股鯛、対象、工程等

館内の啓蒙

措匝内容

自主的に省エネを図るテナントには情報の共有が出来た。

温室効果ガスの

排出丘等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

Ｕフご用舞〃

年度
安換回）

目標年度（計画）

(２２）年度
(=Rb化座索lnZJ）

墹減率
(計画）

報告年度（実績）

(21）年度
(二曲(上lk1粛換瓦）

増減率
(実績）

2,401.8ｔ 2,401.8ｔ 0.0％ 2,495.5ｔ 3.9％ 

ｔ ｔ 船 ｔ 飴

［ ｔ 船 ｔ 船

＊１2,401.8t ＊２ 2,401.8ｔ 0.0％ ＊４ 2,495.5ｔ 3.9％ 

本年度より宝酒造(株)のエネルギー使用分を減算しないため、１２％増となったが、テナントの省エネ努力と、貸し出し面
穂の減少により８％もエネルギー使用丘が削減できたため、実質３．９％増となった。

原
温

出

u1位当たりの
童効果ガス排
丑簿

用途区分 原単位の指標

四条烏丸ＦＴ
スクェア

二酸化炭素*算算

延べ床面積
二鹸化慶棄換範

二醗化炭素換算

実績に対する自己評価

基寧年度（実綱〕 目標年度（計画） 増ＩＭＩ率（IlI･面） 報告年度（実績） 墹減率（英叙）

0.Ｏ６８ｔ－ＣＯ２/､２ 0.O68t-CO2/m２ 0.0鵲 0.O70t-CO2/､２ 4.0兇

船 飴

船 ％ 

本年度より宝酒造(株)のエネルギー使用分を減算しないため、１２％増となったが、テナントの省エネ努力と、貸し出し面
積の減少により８％もエネルギー使用趣が削減できたため、実質４％増となった。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減丘等

対策等の区分

森林の保全及び整冊！

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した麺力
又は熱の供給

グリーン趣力の顛入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減趣等合計

目標年度（計画）
酌岨旦邨 (二酸化炭素換算）

(益伯西田） hａ 吸収且） ｔ 

(利用、） Xｎｏ 削減丘） ｔ 

(充尅且） kUrh 関城且） ｔ 

(熱供給且） GＪ 閣浬且） ｔ 

(既入且） okvUh 用域低） ［ 

(既入、） ｔ (１W域Ｈ） ｔ 

＊３［ 

報告年度（実績）

取組赴埣 (二酸化炭繁換算）

(は伯面積） hａ 吸収且 ｔ 

(利用且） ｍ８ 削械且 ｔ 

(兜は且） kwｈ 用減且 ｔ 

(熟供給丑） GＪ 閣域、 ｔ 

(四入且） kwｈ 用減且 ｔ 

(厭入且） ｔ (用城、） ｔ 

＊６ ｔ 

差引排出且

(排出合3+－１１１滅等合8+）

基箪年度（実綴）

＊１ 20401.8ｔ 

目標年度（計画）

(･21-1.3）2,401.8ｔ 

墹城率（計画）

0.0％ 

報告年度（実績）

I輔)-仏5， 2,495.5ｔ 

増減率（実績）

3.9％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特配事項


